
 

 

 

Ｒ２．１１．３０（第８号） 

読書郵便でおともだちにおすすめの本を紹介  

 図書館では、１１月１０日から１１月２７日までの期間

を設け「読書郵便」を行いました。おすすめの本を友だち

や先生に紹介するハガキを送るイベントです。図書館に設

置した読書郵便ポストには、毎日たくさんのハガキが届

き、図書委員さんが各教室へ届けてくれています。１年生

にとっては初めてのイベントですが、ハガキにイラストを

描いたり色を塗ったりして、1日に何枚もハガキを投函してくれる子が

続出しました。まだハガキを出してない人は、ポストをしばらく置いて

おきますのでこの機会にぜひ投函してみてくださいね。 

 

２学期の予約が終了しました 

 読書週間からスタートした「予約表」ですが、わずか４週間で３１４回もの予約がありました！たく

さん利用していただき、本当にありがとうございます。順番が待ち遠しく思った人も多かったと思いま

す。予約表を使ってみて、いかがでしたか？ 

２学期は１１月２０日で予約の受付を締め切ったので、返却のあった本から順番にお届けします。人

気があり２学期中に借りることができなかった人は、３学期も引き続き予約表を置いておりますので是

非リベンジしてください。 

 

冬休みの貸し出しは１２月１５日から 

１２／１(火) １２／７(月)～１０(木) １２／１５(火)～２２(火) １２／２３(水) 

２学期の貸出は

おしまい。 

本を返すだけの日。 

(図書館で本を整理しま

す。) 

冬休みの貸出スタート！ 

１人５冊まで。 

終業式 

予備の日。 

 

 

 

 

 

 

 

クラスで協力して早めに本を返そう！ 

全員返したクラスから予約ができるよ。 
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いつも読み聞かせをしてくださるボランティアさん 

 たいへん遅くなりましたが、今年度読み聞かせボランティアとして来てくださっているメンバーの

方々をご紹介させていただきます。今年はコロナ感染対策として、４月からのスタートが切れなかった

ため、９月から少しずつお越しいただいておりました。子どもたちの心にもしっかり届く選書をしてく

ださり、「この本読み聞かせで読んでもらった本だ！」と本を借りていく子も少なくありません。これ

から寒くなりますが、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

熊田 良子 6-2  壮馬 逵 千代子 5-3  凛々葉 

赤間 玲子 卒業生 素晴 佐藤 しのぶ わくわく 成紘 

鈴木 敦子 5-2  悠斗 菅野 亜矢子 2-3  紗智子 

鈴木 永恵 卒業生 大登 鴫原 裕美 6-3  幸希 

石田 早苗 卒業生 智保   

 

これまで読んでいただいた本を一部ご紹介・・・ 

１年生『かみなりどん』         ２年生『むしたちのうんどうかい』 

３年生『くれよんさんのけんか』     ４年生『せかいでいちばんつよい国』 

５年生『だいぶつさまのうんどうかい』  ６年生『まわるおすしやさん』 

のびのび・わくわく『ママはかいぞく』『ぜったいおしちゃダメ』 などなど・・・ 

 

 

 

 

 

校長先生のおすすめ『ロビンソン・クルーソー』作・ダニエル・デフォー 

 伊藤孝行校長先生からは、デフォーの名作をおすすめしていただきました。嵐で船が難

破し、無人島へ流れついたロビンソン。家も食べ物も道具もない中、たった一人、自分の

知恵と工夫、不屈の勇気で、２８年もの間を生き抜いていく……世界一有名なサバイバル

物語！現代の子どもたちの心にも届く作品です。 

 図書館では、学研から出版されている「１０歳までに読みたい世界名作」シリーズを入荷

しました。低学年からでも読みやすく、イラストも可愛らしいのでぜひ一度読んでみてくだ

さいね。 

※今回のシリーズは世界名作を読むきっかけづくりに適していますが、易しい内容に編集さ

れているので、ぜひ完訳版への足がかりとして活用してみてください。 

 

 

☆先生のおすすめの本の紹介☆ 

同じシリーズで『赤毛のアン』も入荷！ 

田中美佳先生、原三千代先生もおすすめ☆ 

次回は 12／15。つぎの本も楽しみですね！ 



鈴木敦子先生のおすすめ『ぶどう酒びんのふしぎな旅』著・藤城 清治 

日本を代表する影絵作家「藤城清治さん」が、アンデルセンの名作を新たに描

き上げた絵本です。大きな話題となった「藤城清冶 光と影の世界展」で展示さ

れ、人気を集めた作品も絵本に使われています。物語は、こわれたぶどう酒（ワ

イン）のびんの旅が、ときにある少女の人生と交錯していく、というもの。絵

本、というよりは、影絵の画集といった装丁の美しい一冊です。 

 

佐藤由紀子先生のおすすめ『１２の贈り物』作・シャーリーン・コスタンゾ 

 「あなたが生まれた日、あなたがはじめて小さな息をした瞬間、世界中がよろこびでいっぱいにみた

されました。あなたの誕生をいわって、生きとし生けるすべてのものが、あなたに１２の贈り物をさずけ

ました。あなたがその贈り物を必要とする日のために。」 

 自分の二人の子どものために書かれたこの本は、世界中で愛される作品となりまし

た。由紀子先生は、お母さんからプレゼントされたそうですよ。優しい挿絵とともに心にひびく一冊で

す。新しい家族がふえてお兄さん、お姉さんになったという人にもおススメです。 

 

中村裕太先生のおすすめ 

『NASAより宇宙に近い町工場 僕らのロケットが飛んだ』作・植松 努 

 見た目は大人向けの本のようですが、話し言葉のように書かれているため本を読むのが好

きな人や、宇宙に興味のある人は楽しく読むことができる一冊です！ 

 作者の植松努さんは「どうせ無理」という言葉をなくしたいと言っています。小さな町工

場が自分たちのお金で宇宙にロケットを飛ばすことができたら、世の中の「どうせ無理」と

思ってる人たちの気持ちを「どうやったら出来るか考える」気持ちに変えることができるの

ではないか！と思ってはじめたことだそうです。 

 みなさんは、口にしたら笑われるような夢を持っていますか？「自分もやってみたい」と

思ったら、夢はかなうかもしれません。どうやってかなえたらいいかわからない人は、この

本を手にとってみてください。夢をかなえるための方法を教えてくれるかもしれませんよ。 

 

 

 

 

 

遠藤紀子先生のおすすめ             大内恵美先生のおすすめ 

『ファーブル昆虫記』   『いいからいいから』 

作・アンリ・ファーブル                   作・長谷川 義史 

この本にも植

松さんの工場

が紹介されて

るよ！ 

 

https://calil.jp/search?q=author:%E3%82%B7%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%82%BE


佐藤里香先生のおすすめ            橋本制一先生のおすすめ 

『給食室の日曜日』      『おもしろいほどよくわかる 

作・村上 しいこ                 羽生善治の将棋入門』 

                監修・羽生 善治 

 

渡辺友佳先生のおすすめ            藤本光春先生のおすすめ 

『おこりじぞう』       『流れ行く者』 

作・山口 勇子                 作・上橋 菜穂子 

 

菊地紗也子先生のおすすめ           渡邉裕美先生のおすすめ 

『ナルニア国物語』      『りんごかもしれない』 

作・C.S.ルイス                作・ヨシタケシンスケ 

 

 

今泉典子先生のおすすめ            渋谷佳奈先生のおすすめ 

『精霊の守り人』       『ハリー・ポッターと   

作・上橋 菜穂子                 賢者の石』 

作・J.K.ローリング 

 

根本嘉代子先生のおすすめ           物井知佳先生のおすすめ 

『１４ひきのあさごはん』    『ぐりとぐらのおおそうじ』 

作・いわむら かずお             作・なかがわ りえこ と やまわき ゆりこ 

 

 

 

 

 

…次号もひきつづき先生方の紹介された本をお届けします。おたのしみに！ 

 

      渋谷佳奈先生のしょうかい文に次の質問がありました。みなさんはわかったかな？ 

「ホグワーツ城の塔にあるのはどの寮でしょう？」（２つあるよ） 

a. ハッフルパフ b. グリフィンドール  c. レイブンクロー   d. スリザリン 


